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2023
緊急度を見抜く！
バイタルサインからの臨床推論
山内豊明
B5　頁160　定価：2,530円[本体2,300+税10%]
［ISBN978-4-260-05032-6］

看護教育のための
オンライン活用エッセンス 
【Web動画付】

編著　政岡祐輝、北別府孝輔、山田修平
著　池辺　諒
B5　頁184　定価：2,860円[本体2,600+税10%]
［ISBN978-4-260-05047-0］

医療福祉総合ガイドブック　
2023年度版
編集　NPO法人日本医療ソーシャルワーク研究会
A4　頁328　定価：3,630円[本体3,300+税10%]
［ISBN978-4-260-05243-6］

APAに学ぶ
看護系論文執筆のルール

（第2版）
前田樹海、江藤裕之
A5　頁128　定価：1,980円[本体1,800+税10%]
［ISBN978-4-260-05290-0］

APA論文作成マニュアル
（第3版）
著　アメリカ心理学会（APA）
訳　前田樹海、江藤裕之
B5　頁472　定価：4,620円[本体4,200+税10%]
［ISBN978-4-260-04812-5］

看護における概念開発
基礎・方法・応用
原著　Rodgers BL、Knafl KA(eds)
監訳　近藤麻理、片田範子
A5　頁408　定価：3,960円[本体3,600+税10%]
［ISBN978-4-260-04347-2］

フィジカルアセスメントに活かす
看護のための
はじめてのエコー
編集　藤井徹也、野々山孝志
B5　頁164　定価：3,300円[本体3,000+税10%]
［ISBN978-4-260-05011-1］

わかりやすい省察的実践
実践・学び・研究をつなぐために
三輪建二
A5　頁248　定価：2,970円[本体2,700+税10%]
［ISBN978-4-260-05115-6］

マンガで学ぶ！
がんのキホン
近藤慎太郎
A5　頁240　定価：2,420円[本体2,200+税10%]
［ISBN978-4-260-05110-1］

2024年版　医学書院　
看護師国家試験問題集

［Web電子版付］
必修問題/過去問題/国試でるでたBOOK
編集　『系統看護学講座』編集室
B5　頁1700　定価：5,940円[本体5,400+税10%]
［ISBN978-4-260-05090-6］

2024年版　医学書院　
保健師国家試験問題集

［Web電子版付］
編集　『標準保健師講座』編集室
B5　頁688　定価：3,850円[本体3,500+税10%]
［ISBN978-4-260-05241-2］

2024年版　
准看護師試験問題集
編集　医学書院看護出版部
B5　頁476　定価：3,960円[本体3,600+税10%]
［ISBN978-4-260-05242-9］

　「看護師が 100人いれば，100通りの個性と 100種類のキャリア選択がありま
す。還暦を過ぎてプラチナナースと呼ばれる年代にある筆者の願いは，同じ看
護師の道を選ばれた皆さんが，それぞれに幸せに輝ける道を歩んでゆかれるこ
とです」。
　後進のキャリア支援に力を入れる川﨑つま子氏は，『はたらく看護師のため
の自分の育て方――キャリア選択に活かす気づきのワーク 17』（医学書院）に
こう記した。本書には，看護師が自分の内面に向き合いながら意思決定し，幸
せにはたらき続けるための知恵・知識や，意思決定トレーニングのためのワー
クが収められている。川﨑氏の経験と，経営学者であり本書のもう一人の著者
でもある高田朝子氏の一般ビジネス界での知見を基に，看護師が成長しながら，
そして幸せにはたらき続ける方法を探る。

川﨑　私は，40代で看護管理者にな
ってから一般ビジネス界で広く用いら
れている経営学やマネジメントの知識
を学び，部署の運営やスタッフとのか
かわり方など日々の仕事の中で生かし
てきました。学んだ成果を実感すると
ともに，もっと早い時期からこの学問
に出合えていたらとも感じます。看護
師の皆さんには，より早くこれらの知
識を学んでいただき，はたらき方を考
える際やキャリア選択に直面した際の
助けとしてもらいたい。そんな思いか
ら，この度マネジメント学の専門家で
専門職研究者としても著名な高田朝子
先生と共に，『はたらく看護師のため
の自分の育て方――キャリア選択に活
かす気づきのワーク 17』（医学書院）
を執筆しました。今日の対談では高田
先生と共に，看護師の皆さんが幸せに
はたらき続けるためのヒントを考えた
いと思います。

なぜ看護師は自分で自分を 
育てなければならないのか

川﨑　日本の看護師は，分野を問わず
さまざまな領域に異動して経験を積む

方が多く，業界全体としてジェネラリ
スト志向が強い時代が長く続きまし
た。日本看護協会によって専門看護
師・認定看護師などの資格認定制度が
作られた 1990年代以降は，スペシャ
リストとしての道も生まれています。
しかし実際は，施設のニーズとスペシ
ャリストの求めるはたらき方とが合致
しないことも多く，また看護師の専門
性の評価や報酬に関しても試行錯誤が
続いています。スペシャリストをどう
活用するか，どの組織も悩んでいるよ
うに見受けられるのが現状です。ジェ
ネラリスト志向の環境が，スペシャリ
ストとして育つための弊害になってい
るように思えるのです。
高田　「ジェネラリスト志向が強い」
点は，国内の一般企業に勤めるビジネ
スパーソンのキャリアと似ています。
日本のビジネスパーソンは，個人の希
望よりも組織の意向で異動することが
ほとんどで，キャリアマネジメントは
組織がある程度担います。そのため「会
社が育ててくれる」という意識を持つ
傾向が強いです。看護師の方も，組織
の意向で異動や昇進を打診され，それ
に従うことが多いでしょうから，「病

院が育ててくれる」意識があるのかも
しれませんね。
　ただし，今後社会の在り方が大きく
変わる中で，求められる仕事の質・量，
ひいてははたらき方が業界を問わず変
化せざるを得なくなるでしょう。ジェ
ネラリストとして「何でもできる」だ
けでは足りず，「＋α」の力が求めら
れる。その過程では，プロとして自分
が何をどのような理由で行ったかを説
明できる力も身に付けなければならな
いと思います。
川﨑　＋αの力もプロとして根拠を説
明する力も，組織任せにしているだけ
ではおそらく得られません。看護師は
さらに自己成長を意識する必要があり
ますね。
高田　そのように思います。また看護
職はその性質上，自分自身でキャリア
をマネジメントする必要性がより高ま
ります。ビジネスパーソンは一つの会
社でさまざまな業務を経験し，成長す
る傾向があるのに対し，看護師や医師
などの専門職は所属組織を変えること
で自分の腕を磨く側面が強い。加えて，
免許があるため就職・転職が比較的容
易です。総じて，キャリアマネジメン

トに組織の意向が関与する割合はビジ
ネスパーソンより低いでしょう。自分
の成長を職場に任せきりにしてしまう
と，良いキャリアパスの創出やスキル
向上をかなえられなくなる可能性が増
すため，キャリアの道筋を自分で見通
し，主体的に研さんする意識を持つ必
要があると思います。
川﨑　おっしゃる通りです。スペシャ
リストだけでなくジェネラリストや看
護管理者を含む全ての看護師に，自身
の強みを見いだして研さんし，自らの
手でキャリアを切り開いてほしい。つ
まり「自分を育てて」ほしいと私は考
えています。

リフレクションの習慣を付け
最適なケアを模索する

川﨑　それでは，どう自分を育ててい
けば良いのでしょうか。以前，看護管
理者向けの講義を担当した際，自身の
キャリアとそこで学んだことを振り返
るワークを実施しました。参加者は「看
護部の副部長として教育を担った」「外

（2面につづく）

看護師が自分を育て 
幸せにはたらき続けるために

高田 朝子氏
法政大学経営大学院イノベーション・

マネジメント研究科 教授

川﨑 つま子氏
大坪会グループ 看護局長／

認定看護管理者 

対 

談

■［対談］看護師が自分を育て幸せにはたら
き続けるために（川﨑つま子，高田朝子）	 	
 1 ― 2 面

■［寄稿］24時間稼働のコールセンター設
置による看護業務効率化（向山綾子） 3 面

■［連載］社会的入院を看護する（新） 4 面
■［連載］看護のアジェンダ/[視点]第26回

東アジア看護学研究者フォーラムを終え
て（池田真理） 5 面

■MEDICAL LIBRARY/［連載］他者理解
を促すためのブックガイド 6 ― 7 面
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務め，職場を変えていますよね。成長
につながった実感はありますか？
川﨑　たしかにありますね。これまで
規模も地域も異なる 3つの病院で看護
部長を務めました。環境が変わったこ
とで，今まで意識していなかった施設
の規模や理念に目が向くようになり，
患者層の差も見えました。それぞれの
場所により適したマネジメントを自然
に意識するようになりましたね。同時
に，環境に左右されない，自身の看護
の核になるものを発見することもでき
ました。
高田　まさに「他流試合」によって自
分を磨かれていますね。キャリア選択
の背景には，どのような思いがあった
のでしょう。
川﨑　自分のキャリアがうまくいかな
かったりつらくなったりした時，組織
や管理者といった他人のせいにしては
いけないし，したくないと思っていま
した。たとえ組織からの命令や他者か
らの推薦に端を発した異動であって
も，最終的にそのキャリアを選択した
のは自分自身です。地に足をつけて，
自分が生きていることに対して責任を
持ち，自立していたいという思いが強
かった。それが，キャリア選択におい
て，自ら進んで意思決定を行うことに
つながっていたのだと思います。「自
立」は私の好きな言葉であり，看護師
のはたらき方にもぴったりはまってい
ると感じています。

成長を促進するには 
周囲の環境も重要

高田　成長に関する周囲からの影響と
いう点では，上司の良し悪しも重要で
す。キャリア論では，その人を取り囲
む環境の中に良い先輩や上司がいる
と，その人自身も良い上司になると言
われています 2, 3）。
川﨑　上司が「人として成長してほし
い」という価値観を持っていると，部
下に対してモチベーションを維持する
ための声掛けや，学んだことを現場で
活用するための助力を行いますよね。
私の実感としても，上司がこのような
「人育てのマネジメント」をできてい
るかは，組織に所属する部下一人ひと
りの成長に大きくかかわると思います。
高田　人育てのマネジメントの実践に
は，部下の自己効力感を養うかかわり
が求められます。成長のためには本人
の動機付けが必要であり，自己効力感
を持つことは内発的動機付けの発生に
大きく寄与するからです。
　看護の領域で言えば，師長はスタッ
フに対して，具体的にどのようなかか
わり方をするべきでしょうか。
川﨑　例えば，フィードバックの際に
良い問いかけを行うことです。時々フ
ィードバックが何かを一方的に教える
形になっていたり，自分の欲しい答え
を返してもらうための問いかけになっ
ていたりする時があります。そうでは
なく，あくまでも部下の力を引き出す
問いかけを行うことが重要です。良い

来看護師長を務めた」といった経験自
体はすぐに挙げられます。しかし，そ
の経験から何を学んだかについて掘り
下げると，途端に答えられなくなるこ
とが多かったです。看護師には日頃か
ら積極的に外部に学びに行く勉強熱心
な方が多いと感じますが，さらに自分
を育てるためには，自身の日々の体験
から深く学ぶことが重要です。
　そのために，まずはどんな体験も意
味のあることとしてとらえ，感じたこ
とを解釈し，次に生かせる学びとする
リフレクションの習慣を付けていただ
きたい。できなかった点や良くなかっ
た点を修正する「反省」とは違い，リ
フレクションでは起こった出来事だけ
でなく，その時の状況や自分自身をも
客観的に観察し，より深く振り返りま
す。自身の思考と感情を整理すること
で，新たな自分の一面に気づける上，
自身の体験に「学び」という意味を見
いだすことで，起こったことを前向き
にとらえて次につなげられます。
高田　非常に理にかなっていると思い
ます。看護師は職業訓練を受ける中で，
ケアに当たる上で間違いのない「当た
り前の考え方」を学びますよね。しか
し，学んだことに縛られてしまい，同
じことを別の視点でとらえにくくなる
点がジレンマの一つにあると思いま
す。看護師以外の専門職についてもこ
のジレンマは存在します。視点を変え
るためにも，自身を客観的に振り返る
リフレクションは有効でしょう。
川﨑　リフレクションによって物事の
とらえ方を変えることは，ケアの質向
上にもつながります。看護は正解のな
い仕事で，それが一番の魅力だと感じ
ています。もちろん業務マニュアルは
ありますが，それは多くの患者さんに

（1面よりつづく）

平均的，あるいは最低限の看護を届け
るためのものです。その患者にとって
の最善のケアを提供するためには，マ
ニュアルにとらわれず試行錯誤する必
要があります。
高田　その人のためを思って模索した
ケアこそ，その看護師さんだからこそ
できた，まさに＋αのはたらきですよ。
全ての職種に言えることですが，現代
の職場においてはマニュアルや前例な
どのパターン化の中で導かれた「正解」
を求める方が多いと感じます。ですが，
看護を含め人と人とがかかわる仕事
で，一つのパターンに全ての人を当て
はめることは不可能です。固定観念か
ら脱却し，ベストな仕事を追求してほ
しいですね。
川﨑　目の前の患者さんに最も適した
ケアのためには，患者さんのこれまで
の歴史や価値観，今の思いなどを引き
出し，その人を知る必要があります。
そしてそれらの情報を引き出すには，
本人に問いかけるしかありません。近
年は，入院期間の短縮や業務効率化に
伴い，患者さんの情報を引き出す時間
が十分に確保できないことも多いで
す。しかし，われわれ看護師は患者さ
んを通じてしか成長できません。良い
問いを導く思考は，患者さんとのかか
わりの中で育まれるものです。患者さ
んと向き合う機会が減っているからこ
そ，日々の体験から学ぶ意識をより大
切にしてほしいと思います。

「他流試合」を通して 
ロールモデルを見つけよ

川﨑　ロールモデルを見つけることも
成長に大きな効果をもたらすと感じて
います。私自身，尊敬できる先輩や上
司に出会い，彼女らをロールモデルと
して日々の業務にまい進してきまし
た。ロールモデルがあると，将来なり
たい姿などの近未来像を具体的に意識
でき，意思決定の判断基準となってキ
ャリア選択を助けてくれます。
高田　重要なのは良いロールモデルに
どう巡り合うかですね。もし所属する
組織の中にロールモデルになるような
方がいなければ，自分の所属と異なる
コミュニティに参加するのも有効でし
ょう。
川﨑　セミナーや研修に参加したり，
施設見学や学会などに赴いたりすると
良いですね。
高田　ロールモデルを探す以外にも，
異なる環境に属し，自分にない視点を
持つ方と対話することで得られるもの
は大きいはずです。ビジネスの世界で
は，一つの組織内にとどまったまま専
門性を高めるのは難しいとされ，さま
ざまな異なる環境で経験を積む，いわ
ば「他流試合」によって専門性がより
高まると言われています 1）。例えばマ
ネジメントを専門にする人はマネージ
ャーとしての専門性を高めるためにど
んどん職場を変えます。
　川﨑さんも，すでに看護部長職であ
りながら公募で別の組織の看護部長を

問いかけは相手の思考を深める手助け
となり，部下の良いリフレクションに
つながります。そうしたフィードバッ
クをもらえば，部下は自ずと成長する
はずです。
　また，上司と部下の一対一で良い関
係性を築くだけでなく，上司が組織全
体をマネジメントできているかも重要
だと考えます。自身が教えられるだけ
でなく新人への指導を通じて成長する
など，組織内で相互にかかわり合う中
で成長は生まれるからです。また，組
織内に＋αを追求する雰囲気が醸成さ
れていることも成長に大きく寄与しま
すね。
高田　人は環境の影響を大きく受けま
すから，トップの人間が率先して，学
び合う雰囲気作りに携わり，成長を促
進する環境を整えることも大切です
ね。＋αのケアに挑戦し，成功体験を
積めたら，部下は自分のケアに自信を
持てます。たとえ一生懸命やった結果
うまくいかなかったとしても，その経
験はその後のケアの質向上につながる
でしょう。
川﨑　上司層のマネジメントは，私が
現在取り組んでいる課題でもありま
す。部下の自分育てを助けるために，
上司の皆さんにもぜひ優れたマネジメ
ントを行ってほしいですね。

＊
川﨑　最後に，今後のはたらき方やキ
ャリア選択に悩む看護師の方へ向けて
メッセージをお願いします。
高田　自らを育て，キャリアを創出す
るには意思決定が必須ですが，意思決
定には苦痛がつきものです。トレーニ
ングを重ねることで，意思決定はうま
くできるようになります。そのトレー
ニングとは，日々当然のこととして行
ってきた行動をリフレクションし，よ
り適した方法を模索するような，身近
なところから始めればよいのです。こ
うした訓練を意識的に行うと，そのう
ち自分で決めることが苦痛でなくな
り，自然に自分で考え，決められるよ
うになってきます。
川﨑　私がお伝えしたいのは，やりた
いことがあったら，ぜひ意思表示して
ほしいということ。願い通りにならか
ったとしても，アピールできただけで
大成功です。その意思表示は，あなた
が今の環境に流されるままにならず，
自身の成長やキャリアに向き合い，よ
り良い選択のために判断し，行動した
という，自立と勇気の証なのですから。
　 （了）
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